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○隼田座長 平成２６年度第１回運営協議会の議事に入らせていただきたいと思います。 

 本日は、次第にございますように大きく三つの議題がございます。 

 一つ目は、平成２５年度事業実施及び施設利用状況について、二つ目は、第３期指定管

理計画（市民活動サポートセンター分）及び平成２６年度事業計画、三つ目は、事務ブー

ス使用団体、平成２６年１０月からの入居分ということで、この選考委員の選出について

ということになります。こちらは、市民活動サポートセンターにある事務ブースが９月末

までに５区画の空きが出るということで、１０月分から入居できる団体を募集するのです

が、その団体の選考に当たる委員を選出するものです。 

 では、まず、一つ目の議事としまして、平成２５年度事業実施及び施設利用状況につい

て、事務局からご説明いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

【平成２５年度事業実施及び施設利用状況について】 

 

○事務局（森口） 平成２５年度事業実施及び施設利用状況について、ご説明いたします。 

 市民活動サポートセンターにつきましては、運営の中に大きな四つの機能がございます。

一つ目が情報収集提供・相談機能、二つ目が研修・学習機能、三つ目が交流活動支援機能、

四つ目が団体活動支援機能となっております。この四つのカテゴリーに沿って私どもはそ

れぞれの事業を展開しております。 

 情報収集提供・相談機能のうち、市民活動相談についてです。平成２５年度の相談件数

は１，１５４件です。平成２４年度の相談件数１，３０７件に対して８８.３％となってお

ります。相談の内訳につきましては、平成２４年度はＮＰＯ法人に関することが突出して

いましたが、平成２５年度については例年どおり団体の紹介や事業に関する相談が寄せら

れている状況になっております。当事業につきましては現在もさっぽろパブリックサポー

トネットワークとの協働で運営しております。 

 利用団体登録業務についてです。市民活動サポートセンターには、団体登録制度がござ

います。３月末日現在の利用登録団体数は２，２８０団体となっております。このうち、

ＮＰＯ法人は３２５団体です。６月１日現在で札幌市所管のＮＰＯ法人が８９０件という

ことを考えますと、まだ半数を切る数字なので、ここについては強化する余地があると考

えております。 

 情報提供についてです。ホームページにつきましては、さっぽろまちづくり総合情報ポ

ータルにサポートセンターからのお知らせや助成金情報などを載せ情報提供に当たってお

ります。また、平成２５年度には北海道情報大学と連携し、キッズページのリニューアル

を行いました。ほぼ１年間かけて、隼田委員を中心に、学生の皆さんと会議を重ね、作成

いたしました。内容といたしましては、市民活動サポートセンターや、まちづくり、ＮＰ

Ｏ活動に関する解説ページと「子ども記者事業」を題材とした教材という構成になってお

ります。今後は、このコンテンツを活用し、地域の子どもたちを中心に市民活動を伝えて



 - 2 - 

いくことが次の課題となっております。 

 子ども記者事業については、７月と１月の全２回実施いたしました。１日目は、子ども

たちと一緒にＮＰＯ団体のところに取材に行き、２日目に壁新聞にまとめるという内容に

なっております。この活動の様子はキッズページの中で動画として紹介しておりますので、

どうぞ、ごらんください。 

 次に、子ども記者事業とホームページの制作についてメーンワークを行いました学生ま

ちづくりコミュニケーションツール検討委員会についてです。こちらは、北海道情報大学

の学生が中心となり、他大学の学生も集まって、ホームページづくりを進めました。１月

には仮オープンということで地下歩行空間での広報事業も実施しております。 

 情報誌「みんなのしみサポ」についてです。年３回、１回につき５，０００部を発行し、

市内の公共施設や各都市の関連施設、民間のコミュニティーカフェなどでも配付しており

ます。この情報誌づくりについては、編集ボランティアとともに進めております。 

 地下歩行空間でのＰＲ事業についてです。９月、１１月、１月の３期に分け、全６回の

実施でした。延べ６９団体が参加、来場者は５，２５９人となっております。内容として

は物品販売やワークショップの実施、団体が持つ映像情報の提供などです。また、１月実

施分につきましては、出展団体とともに実行委員会を組織し、内容の検討や出展方法につ

いても会議を重ねて運営しました。今後も市民活動団体や市民の方のニーズに合わせた内

容を提供していきたいと考えております。 

 次に、研修・学習機能です。市民活動はじめて講座については、これから市民活動を始

めようとする方を対象にしております。内容としては、サポートセンター職員が話題提供

者となり市民活動に関する基本的な情報提供とサポートセンターの見学を行いました。 

 ポイント支援講座運営編については、市民活動団体のスキルアップを目的に全３回実施

し、延べ５９人に参加いただきました。内容としては会計の基礎、合意形成の場づくり、

活動計算書の作成の３テーマでした。座学だけではなくワークショップも取り入れ、特に

活動計算書に関してはかなり専門的内容に着手しております。いずれの講座も幅広い団体

の方たちに参加をいただいております。 

 交流活動支援です。しみサポつながるカフェにつきましては、緩やかなネットワークの

形成と団体同士の交流を目的として、年間１０回実施し、参加者数は延べ１３２人でした。

毎回、テーマを設定し市民活動サポートセンターの打ち合わせコーナーで実施しました。

特に、広報などの実践的な情報交換や、また、名刺交換会という純粋な交流型のものの人

気が高い状況でした。 

 ミッションＰＲについては９月に行われましたエルプラまつりと同時開催で実施してお

ります。団体の持つミッションや活動内容をインタビュー形式で紹介しました。１５団体

が参加し情報誌の編集ボランティアが聞き手となり、ユーストリームで配信しながらイン

タビューを進めました。 

 団体活動支援機能についてです。事業運営協議会につきましては、サポートセンターの
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事業運営について、どのように進めればよいかを委員の皆様に検討いただく場として年２

回実施しました。 

 さっぽろまちづくり総合情報ポータル運営委員会につきましては、ホームページや、ウ

エブ情報に関することの検討を行う会議として年２回実施いたしました。この会議では特

にキッズページの方向性について話し合いました。 

 そのほか、団体活動支援機能には活動環境の支援があります。具体的には事務ブース、

会議室スペースの提供、物品保管のためのロッカーやレターケースの貸し出し、パソコン

やプリンター、印刷機などの事務機器の貸し出しなどです。 

 その他、指定管理業務外でございますが、特定非営利活動所轄庁事務補助業務として、

ＮＰＯ法人の縦覧、閲覧コーナーをセンター内に設置しております。また、ＮＰＯ法人の

事業報告書の取り次ぎ業務も窓口で行っております。提出いただいた年次報告につきまし

ては、ＰＤＦにデータ化し北海道市民活動団体情報提供システムにデータをアップしてお

ります。  

市民まちづくり活動情報コーナーの管理運営については、地下歩行空間のチラシ棚に市

民活動団体の皆さんが作成した事業チラシを配架するものです。 

 最後に、利用人数について報告させていただきます。まず、利用件数につきましては２

万３，３４３件、前年比９２.５％、利用人数につきましては７万８，７３４人、前年比９

８.７％となっております。平成２４年度と比較しますと１，０００人程度の人数が減とな

っております。これは施設外事業参加者数の違いによるものです。平成２４年度は地下歩

行空間事業を１４日間実施したのに対し２５年度は６日間でした。その部分を加味して考

えますと、純粋な施設利用人数というのは増加していると見られます。 

 ここまでで、平成２５年度の事業実施状況と利用状況についての報告とさせていただき

ました。よろしくお願いします。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。 

 これまでのご説明内容にご質問等はございますか。何かございましたら、忌憚のないご

意見をいただければと思います。  

○工藤委員 キッズプロジェクトというか、さっぽろ子ども記者に参加する条件はどうい

うふうにしているのでしょうか。参加人数が１３人、１が６人で、２が７人という数字が

ありますが、これはどういうふうにして参加したのか、教えてください。 

○事務局（森口）まず、対象につきましては、小学４年生以上の子どもたちを対象として

募集をかけております。これは、今回のキッズページの対象年齢を、小学校中学年、４年

生以上の子どもたちと設定していることをもととしております。広報に関しましては、広

報さっぽろへの掲載、また、私どもの活動協会が発行しております情報誌「あ・そ・ぼ」

への掲載、さらに、ホームページや近隣の小学校へのチラシ配布などを行いました。当事

業は大人数を対象とする集会事業ではなく、ロールモデルとして紹介していくことを目的

としておりましたので、募集人数も１回につき１２人を上限としてしました。その結果と
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して、キャンセルも含め１回目については６人、２回目については７人という集合状況と

なっております。  

○工藤委員 余りに少ないので、この募集の仕方がどうなのかなというふうに思ったので

す。意識的に１２人としているということですが、子どもを対象にするということは、子

ども自身もそうですけれども、子どもの周りのいる人たちの動機づけ、意識、または関心

度を高めるということも多少はあるのかなと思います。ですから、狭めていないで、もう

少し広くやったほうがいいのかなみたいにちらっと感じた部分がありましたし、来年度に

向けてどういうふうにするのかなということにもちょっと関心がありますので、また次の

ところで論議したいなと思います。 

○隼田座長 ありがとうございました。今のことに関しては、私も関係していたことなの

で、ちょっと補足させていただきます。 

 これは、先ほど事務局からご紹介のあったウエブサイト、キッズページのコンテンツを

つくるための事業でして、あのコンテンツを見ていただくと、例えば児童館、学校あるい

は子ども会とか、そのような団体で同じような記者事業、記者活動ができるような教材に

なっていて、去年はその教材づくりのために実施したというようなところもあります。そ

れから、学生のボランティアが運営しているので、その大学生のボランティアの人数や、

また、受け入れ先のＮＰＯ法人のキャパの問題などいろいろなことがありまして余り大き

い規模でできないのが現状です。 

 ただ、工藤委員がおっしゃっていただいたように、もっと広げるべきだという点につい

ては、ウエブサイトを使ってそれを見ながらいろいろなところで同じ試みをやっていただ

きたいなというのがポータルサイトを検討する側の考えでもございます。 

 昨年の２回目は、児童館からの集団申し込みというか、何人かまとまって申し込みなど

もございました。そのような積極的な児童館もあるみたいですし、これから児童館のほう

に積極的に働きかけていただいて、このコンテンツを活用してもらって児童館ごとにやっ

てもらえないかというような話も出ていますので、多分、そういう感じになるのではない

かなと思います。 

○工藤委員 今の件に関しては恐らく、今の子どもたちは大変関心があることではないか

と思うのですね。たくさん応募があってやりたいという人があって、その中で選考してこ

の数字になったというか、第１回はこうだからという話かなと思うのですけれども、多分、

今後も関心を持つ子どもは多いのではないかなという気がしますので、次年度のところで

またお話ししたいと思います。 

○隼田座長 ありがとうございました。そのほか、何かご意見等はございますか。  

○平井委員 市民活動情報誌の発行のところで一つ教えていただきたいのです。 

 発行部数は５，０００部になっていますが、これは、配架したところで残部というのは

あるのでしょうか。５，０００部が全部なくなっているのですか。 

○事務局（森口）５，０００部発行に関する配布状況についてということで、配布箇所に
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ついては３３０カ所としております。１カ所につき、多いところで２０部から３０部、少

ないところで５部程度です。最終的に、１，０００部程度が私どもの館内配付用として残

ります。残部の状況については、２００から３００程度の残部があって、バックナンバー

としての配架をしております。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。ほかに何かございますか。  

○荒井委員 昨年度、平成２５年度も、多彩で、そして多岐にわたる事業をご説明いただ

きました。私どもは、実は仙台市のしみサポの登録団体でもあります。仙台市のしみサポ

というのは全国的に注目されている活動の熱心なところですが、そこと比しても、全然、

札幌は負けていない、むしろ、きめ細やかさとか、アウトリーチの長さを見ますと札幌と

いうのはやはりすごいなというふうに感じました。 

 その中でも特におもしろかったのは、キッズページですね。今、事務局の把握している

範囲で結構ですけれども、これについて、道内のマスコミで紹介された実績があれば教え

ていただきたいと思います。 

○事務局（森口） プレスリリースなどをして積極的に広報を進めおりますが、残念なが

らホームページのリリースなどについて取材に至ったという状況はありません。引き続き

ＰＲしていこうと考えております。 

○荒井委員 今後、もし私どもがお力になれるのでしたら、ちょっと言っていただければ、

マスコミのほうにもこんなことをやっているよとご紹介できることもあるかと思いますの

で、私どももしみサポの活動に注目しながら進めていきたいと思います。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。 ほかに何かございますか。  

○工藤委員 チ・カ・ホでイイネ！というのは、３回にわたってやられたのですね。１月

実施分は、日曜日なのに２８３人と少ないのはどうしてなのだろうなと。時間を早く切り

上げたということですか。 

○事務局（森口）冬季ということもあり時間は若干短かったのですが、要因はそこではな

く、ちょっと寒かったというのはございます。 

 また、１月実施分に関しては、内容が他の回と違っております。９月、１１月実施分に

ついては、出展団体が各自のブースで、活動の展示や販売、体験等を実施し、それぞれの

参加者数を延べ人数としてカウントしております。しかし、１月分につきましては、映像

をテーマにしており、場内全体の人数をカウントしました。その違いもあって、差が出て

いると考えられます。 

○工藤委員 チ・カ・ホでイイネ！というのは、とてもいい活動だと思います。私は、初

日に行きましたら、すごい人がいたので、これはいいなと思ったのだけれども、９月実施

も１１月実施も全く同じ数字で出ているのですけれども、事実、同じ数字なのですか。 

○事務局（森口） 本当に偶然です。 

○工藤委員 わかりました。 

 この活動はとてもいいのではないか、ここを活用できればもっといい方法もあるのでは
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ないかなと思っております。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。 そのほか、何かございますか。 

○中脇委員 市民活動はじめて講座、ポイント支援講座、しみサポつながるカフェに関し

てですが、参加者の年齢層を教えていただけますか。 

○事務局（森口） 市民活動はじめて講座につきましては、平日で昼間の時間の実施とい

うこともあり、シニア層の方の参加が多くありました。しかし、全てがその年代の方とい

うことではなく、数人ではございますが、２０代、３０代の方も含まれていたことを申し

添えます。 

 次にポイント支援講座については、１０月の初級会計、１２月の会議の場づくり、３月

の活動計算書をテーマとして実施しており、１２月実施分については、若干、若い世代で、

４０代とか５０代前半ぐらいの方の参加が多くありました。１０月、３月実施に関しては

いずれも広い年代の方に参加いただいています。シニア層の方の参加が多いのは全般をと

おして見られる傾向であります。 

 次にしみサポつながるカフェについてですが、こちらもメーンの参加者はシニア層の方

です。今年度も４月に実施しているのですが、これは土曜日実施だったためか、学生や若

者の参加が３分の１程度ありました。やはり時間と曜日設定によって年代が変わってくる

のだと把握しております。  

○隼田座長 どうもありがとうございました。 

 今、お聞きした内容ですと、若い人のまちづくり参加は、市民活動サポートセンターに

とってはここ何年間もかなり重要なポイントになっていて、そういうこともあってキッズ

ページをつくってきたという経緯もあると思います。土曜日開催したときに若い人が多か

ったということであれば、それは今後の活動のヒントになりそうだなという感想を持ちま

した。 

 ほかに何かございますか。 

○安岡委員 同じく、市民活動はじめて講座とポイント支援講座の活動についてちょっと

お伺いしたいとと思います。 

 市民活動はじめて講座は、恐らく広報さっぽろも使っていただいて広報したのかなと思

いますが、１回目の４人というのは、お盆のシーズンだから少ないのかなと、それから、

２回目、３回目、４回目で３回目はちょっと人が多いのかなというふうに感じるのですけ

れども、何が違ってこういう人数差が生まれたのか、分析されていれば教えていただきた

いと思います。 

 それから、ポイント支援講座の運営のほうですが、実際に活動されている方というのは、

結局、ＮＰＯ法人だったらいろいろな書類を出さなければいけないので、こういった運営

の講座というのも非常に重要なのかなと思います。しかし、それぞれ１時間半から３時間

程度なので、こういったことである程度のことを習得できるものなのか。また、こういっ

た活動に対してのフォローというか、受講された方に対するフォローみたいなことは何か
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されているのか、教えていただければと思います。 

○事務局（森口） まず、市民活動はじめて講座についてです。 

 ８月１５日は、お盆時期ということもありますが、こちらは、私ども職員が話題提供者

となる初回の事業ということもあって、プレ実施として実施したものになります。そのた

め、広報範囲が少し狭く、館内広報が中心でした。その後は、より多くの方に参加いただ

けるように、広報さっぽろに掲載させていただいて参加募集をかけております。 

  次に、ポイント支援講座の技術の習得とアフターフォローについてです。 

 いずれの回についても、単発での技術習得や完全理解は難しいと私どもも考えておりま

す。アフターフォローとしては、講座の修了後に講師と個別にお話を持っていただけるよ

うな時間をつくっておりますが、この年度の中ではステップアップの講座などは設定でき

ませんでしたので、そこは私どもも課題と考えております。 

 また、今後は１テーマにつき、複数回の講座を実施し深めていけるような内容を検討し

取り組んでいるところであります。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。 

 ほかに何かございますか。 

 

（「なし」と発言する者あり） 

 

【第３期指定管理計画及び平成２６年度事業計画について】 

 

○隼田座長 それでは、次の議事に移らせていただきたいと思います。 

 次の議題は、第３期指定管理計画（市民活動サポートセンター分）及び平成２６年度事

業計画ということで、事務局からご説明いただきたいと思います。 

○事務局（森口）  

 第３期指定管理計画及び平成２６年度事業計画ということで、今年度からスタートして

おります第３期市民活動サポートセンターの指定管理業務の計画全体に関する説明と今年

度の取り組みを併せて説明いたします。 

 まず、第３期指定管理計画の基本的な実施方針についてです。これは、４年間の指定管

理計画を進める上で我々が重要と考える視点をまとめたものでございまして、全部で五つ

ございます。 

 一つ目は、はじめる。個人・団体のスタート支援・インキュベート機能です。 

 こちらは、個人の方、これから始めたいという方たちがどのようなきっかけでスタート

していくことができるのか、また、始めたいけれども、情報がなくてできない方のために

どんな支援ができるのかということを考え事業化していくものです。 

 二つ目は、はぐくむ。こちらは、次世代を担う子ども、若者の参画促進です。前出のス

タート支援に重複する部分もありますが、特に、サポートセンターとしては、次世代をさ
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さえる子どもたちや若者の参画促進が重要と考えております。そのため別立てをして事業

を編成し、その機会提供を進めていこうというものです。 

 三つ目は、理解し合う。こちらは、市民活動団体同士の交流支援です。特に、フラット

な関係で緩やかなつながりをつくる。そして、対話を軸にしてつながっていくこと。分野

ごとの集まりではなくて、相互理解をしながらつながることがとても大切で重要と考えて

おります。その場をつくる、特に対話を重視した協働の場の基本となるような場づくりを

していくというものです。 

 四つ目は、つながる。こちらは、地域を初めとするコミュニティーと市民活動の橋渡し

です。市民活動サポートセンターは、たくさんの方に利用いただいておりますけれども、

やはり、社会的課題というものはこの施設の中にあるものではなく、それぞれの生活領域

や地域にあるものだと考えております。そのため、それぞれの地域で活動を進めている方

たちとさまざまなノウハウを持つ市民活動団体の皆さんがつながってくための、橋渡しを

していくための機会を創出します。 

 また、方針の中にはさまざまなつながりが含まれており、地域と市民活動団体もそのう

ちの一つですが、私ども市民活動サポートセンター自体がつながっていくという視点を持

つ必要もあろうと考えております。広い視野をもって市民活動の中間支援に取り組む組織

の方たちとつながり、連携しながら情報交換をして相乗効果を目指していくことが重要だ

と認識しております。この部分については、これまでは手が届きづらかった部分です。全

くつながりがなかったわけではありませんが、今後は特に強化し、さまざまな地域の状況

もお伺いしながら、ともに課題を解決していこうというところで設定しております。 

 五つ目は、たかめる。市民活動団体の方たちは、すばらしい思いを持って尊敬すべき活

動をたくさんされていらっしゃいます。それは市民の方々のニーズに応えるものであり、

必要とされる活動であろうと思いますが、十分に正しく知られているとは言い切れない部

分もございます。そこで、活動が透明性を持ち、公正に団体運営をされているということ

をきちんと伝え、必要とされる活動をもっと増やしていくことが必要であろうと思います。

そのために、組織基盤強化の一助となる研修の実施や情報公開のお手伝いをすることがで

きればと考えております 

 これら五つの指針の中で、特に重要と考えているのは、スタート支援と市民活動団体の

組織能力の強化、実務能力の向上です。 

 次に、単年度計画とともに、主な事業の説明をさせていただきます。 

 市民活動相談については今年度から専門相談を開設しております。市民活動相談には、

団体・人の紹介や、ＮＰＯ法人についてなど総合的なものだけではなく、税務や会計、労

務についてなど専門的な相談も寄せられます。そのニーズに応えるために、今年度から北

海道税理士会との協働により税務・会計相談窓口を設置しております。 

 ホームページの内容拡充については、前年度にキッズページを設置したところですが、

今年度は若者を中心に盛んに利用されておりますＳＮＳの活用に取り組みます。具体的に
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はサポートセンターのフェイスブックページを開設し、プッシュ型の情報発信や、さまざ

まな世代の方たちに情報が届く環境をつくっていくことを目指します。  

 市民活動はじめて講座については、継続実施します。今年度につきましては、先ほど中

脇委員から質問がございましたが、対象については精査しながら事業を進めていきたいと

考えております。４月分についてはシニア層を対象とし実施いたしました。参加者数とし

ては残念ながら定員に満たないものでしたが、これから地域で活動していくためにはどん

なことをしていったらいいのだろうとか、町内会でやっていこうと思うけれども、どんな

ことができるだろうかという質問も寄せられその世代ならではの実施内容となりました。 

 平成２６年の計画ではないのですが平成２７年度にはＮＰＯ設立支援講座開設する予定

です。そのための職員のスキルアップに今年度から取り組んでいきます。 

 ＮＰＯマネジメント講座についてです。講座のテーマにつきましては、今年度は三つを

予定しております。前回の運営協議会の中でどのように自分たちの事業を評価していくの

か、そのアンケートのつくり方について知りたいのだという意見をいただきました。１０

月実施分ではアンケートのつくり方をテーマとし実施いたします。 

 また、税務、会計については継続して取り上げるテーマとしております。来年度以降に

つきましては、新規のテーマも織りまぜながらＮＰＯのマネジメントに資する内容を提供

していきたいと考えております。 

 子どもＮＰＯ創造事業についてです。これは、これまでの子ども記者事業を発展させ実

施します。今年度はまず、昨年度作成いたしましたキッズページに事例を追加するために

８月に実施いたします。ということで夏実施です。 

 次に、今年度はアウトリーチ型の実施をしていきたいと考えております。これは、児童

会館などと連携し子どもたちが地域を知るためのきっかけづくりを進めていくものです。

子どもＮＰＯ創造事業については４年間実施していく予定です。 

 ＮＰＯインターンシップについてです。今年度は、ロールモデルとしてまずは実施し、

来年度以降、受け入れ先の方たちのネットワークもつくりつつ４年間を進めていこうとい

う計画です。具体的には、ＮＰＯ法人ｅｚｏｒｏｃｋの草野さんにご協力をいただきなが

ら、大学生、若者を受け入れて１０月にインターン事業を行っていく予定です。この事業

では、サポートセンターが若者を地域活動やＮＰＯ活動とつないでいくためのステーショ

ンとなるためのネットワークづくりということも見据えております。 

 フォーラムについてです。この事業は先駆的な活動をしている市民活動団体の方たちに

パネラーとなっていただき、講話をいただいた後、ワークショップをするというものです。 

 異分野交流・情報交換会についてです。さまざまなステークスホルダーの方たちに集ま

っていただきな情報の交流だけや、市民活動の将来展望などをフラットな立場でお話しい

ただける場を提供していきたいと考えております。 

 中間支援組織とのネットワークについてです。中間支援組織との連携やネットワークへ

の参加についてはこれまで以上に積極的にコンタクトし、仲間に入れていただきながら、
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勉強して進めていきたいと考えております。 

 交流活動支援については、ＮＰＯの方たちと市民との情報交流、出会も重要と考えてお

ります。これまでは地下歩行空間での事業を中心にその機会提供を行ってまいりました。

今年度からは次の種類の事業を実施しようと考えております。 

 一つ目は、地下歩行空間での事業です。平成２６年度は７月、９月、１１月の３回実施

します。ワークショップや物品販売、映像上映などをテーマとして、多くの方が交流でき

る場を地下歩行空間につくります。 

 二つ目は、エルプラザ内での出展サポートです。エルプラザは多くの市民の方に利用い

ただいている施設です。この事業ではＮＰＯの方たちがエルプラザ内に出展ブースを設け、

常設で物品販売などによる情報発信していく場所をつくっていくものです。実施時期は、

１０月もしくは１１月の予定です。 

 三つ目は、アウトリーチです。地域の基幹となる施設へ私どもが出張し、プログラムの

提供や市民活動はじめて講座のようなコンテンツの提供を行い、アウトリーチ活動に積極

的に取みます。 

 団体活動支援機能に関しましては、今年度から新規でスタートしたものとして、打ち合

わせコーナーで無線ＬＡＮの開放があります。登録団体の方であれば無線によるインター

ネット環境を無料で利用いただけるように設置しております。ハード面についてはこれま

でと同じく、もしくはさらに使いやすい環境を提供していくことを目指します。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。それでは、これまでのご説明に関してご質

問、コメント等がございましたらよろしくお願いいたします。 

○工藤委員 また同じような質問をいたします。研修、学習に関する業務というところの

子どもＮＰＯ創造事業ですが、具体的には去年やったことと同じですか。 

○事務局（森口）今年度の第１回目に関しては、まず、同じ内容でキッズページコンテン

ツの完了を目指します。そして、２回目以降に関しては、先ほど説明を差しあげましたと

おり、アウトリーチ要素を含めた形で、児童会館などの施設と連携して展開していくこと

を予定しております。平成２７年度以降に関しては、子ども記者事業というコンテンツで

行くのか、また新たな違うコンテンツなのかというのは、別に検討をしていきたいと考え

ております。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。 ほかに何かございますか。  

○平井委員 研修、学習でＮＰＯはじめて講座を今年度もやられるということで、昨年度

は平日の昼間という設定だけでしたけれども、私も活動したいという方にこういうものが

あるよとお伝えしたのですが、お仕事をされている方だったので、日中、昼間だと行けな

いなということでした。そこで、例えば、同じ講座でも時間帯を変えてとか、休日に行う

とか、また、子育て関係の活動をしたいという方もいると思うので、託児つきの講座を企

画するというようなことは考えておられるのでしょうか。 

○事務局（森口） ＮＰＯはじめて講座の日程及び時間設定についてです。 
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 今回、シニア層ということで団塊の世代を対象にした講座を４月に実施したのですが、

今年度この事業はあと３回実施する予定でございます。その中で、夜間や、土・日での実

施を行い、多様な方が参加できる日程も組んでいこうと思います。 

 託児に関しましては、対象の中で特に必要と思われたときにあわせて検討していこうと

考えております。  

○隼田座長 どうもありがとうございました。ほかに何かございますか。  

○安岡委員 いろいろと検討していただいて、また、少ない人数の中でいろいろな行事を

やってくださってありがたく思っているところです。特に、基本的な実施方針のところに

ついては、我々のほうの市民まちづくり活動促進計画でも、きょう配っていただいた概要

版を後ろから１枚めくっていただいたところに基本目標を書いていますが、わかりやすい

言葉でということで、参加、向上、交流、そして連携という四つの目標を立てております。

今回の４年間の実施方針の計画書では、ご説明を聞くと、はじめる、はぐくむは参画かな、

理解し合うが連携かな、つながるが交流で、たかめるが向上かなと、まさに我々の計画と

合致した形で進めていただけるなと本当に心強く思っております。 

 その中でちょっと気になっていたのが登録団体数ですけれども、先ほどのご説明でも平

成２５年度では２，０００団体で、そのうちＮＰＯ法人が３２５団体というお話がありま

した。実は、私どものほうでもさぽーとほっと基金という基金を持っておりまして、それ

でも団体登録しておりますが、４００団体ほどなのですね。ＮＰＯ法人の中には、もちろ

んそういった助成を受けなくても活動できる団体もいらっしゃるとは思うのですが、そう

いった登録をどう広げていくかということは私たちとしても課題でありまして、これをい

ろいろと考えていきたいなと思いました。 

 あと、こういった講座についても、興味のない方に届くのはなかなか難しいのかなとは

思いますが、最低限、興味のある方には届くような手法を自分の部署も含めていろいろ考

えていけたらなと思っています。本当にサポートセンターや運営協議会の皆さんにいろい

ろな意見をいただきながらやっていけたらなと、この計画書を見た私の感想ということで

述べさせていただきました。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。非常に重要な視点だと思います。特に、新

規で始めるような立ち上げ支援、スタート支援は、既に登録している団体の方たちは情報

にすぐリーチできますけれども、これからやろうとしていて、どうしていいかわからない

方の中には、ここの存在すらご存じない方もいらっしゃる可能性が十分あります。その部

分をどうしていったらいいのかというのは、多分、考えなければいけないことかなという

ふうに思います。 

 このあたりについて、例えばどういうふうにリーチしていくのがいいのか、何かご意見、

アイデア等ございましたらお願いします。  

○千葉委員 市民活動サポートセンターを知らない方もいらっしゃるというのは、私も実

感として思います。というのは、私も数年前までは知らなかったという状況がありました。 
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さて、ご説明があった26年度の基本的実施方針の中の「理解し合う。」、そして「つな

がる。」こういったシンプルなキーワードを大事に、更に注力されていくのだと感じ嬉し

く思います。また、頂いた資料に「対話を重視した協働の場の基本をつくる」と書いてあ

りますが、江別、札幌をはじめ、石狩管内の広範囲にわたって中間支援の団体の方々とも

対話や連携を深めながらやっていきたいと思っています。札幌市市民活動サポートセンタ

ー様との連携等、よろしくお願いしたいと思っております。 

 そして、ちょっとおこがましい話かも知れませんが、私どもは「NPO法人えべつ協動ねっ

とわーく」と申しまして、活動を始めて８年目となっております。本年度当初に、あらた

めて「協働とは何か」ということに立ち返ろうと考えました。実は、江別に国際センター

というのがございまして、そこが市民活動センターの向かいなのですが、そこで、海外か

ら来られている教師の方に、日本語の協働を、実感のこもった英語で訳すとどういう言葉

が適切であるかと聞いてみたのです。通常、「協働」は「コラボレーション」というよう

な枠組みで捉えておりますが、実感を伴う表現だと、「パートナーシップです」と、こい

うふうに教えていただきました。 

ですから、中間支援団体のつながりというものも、やはり、協動は重要なキーワードにな

るのですが、この中に「パートナーシップ」ということを忘れないでやりたいなというふ

うに思っています。 

 

○隼田座長 どうもありがとうございました。 ほかに何かアイデア等がございますか。  

○工藤委員 ミニ大通お散歩まつり実行委員会というのがありまして、ことしで５回目を

迎えておりますけれども、私はそこの代表をしております。これは、地域の人たちが自分

たちの資源を持ち寄ってつながることを最大の目的として始めまして、最初は実行委員が

５人ぐらいでしたが、今は、当日の実行委員は２００人、参加される方は約３万人を超え

ております。また、指定団体ということで、札幌市のさぽーとほっと基金も受けて非常に

助かっております。また、お散歩まつりをやっているのは桑園というところですが、そこ

の札幌市のまちづくりセンターの歴代の所長はとにかく献身的で、役所にこういう人がい

るのだなと思うぐらい一生懸命やっていただいて、我々もとても助かっております。 

 これは、基本的には、地域住民がみずからがみんなで協力し合って一日を楽しもうとい

うことですが、まちづくりという大きい観点ではなくて、もう少し小さいところからつな

がるというか、もっと簡単に言えば、声をかけようとか、挨拶をしようとか、ミニ大通と

いうのは遊歩道になっているので汚いときには掃除をしようとか、こういうことから始ま

っております。それが地域の人たちにだんだん広がって、また、その地区には大通高校が

ありますけれども、授業の一環として３００人体制で草取りをするということも毎年でき

るようになりました。そういう中で、ここがこういう支援をしているのだと、住民みずか

らが立ち上がって一生懸命やったら行政は支援してくれるのだと、また、そういうＮＰＯ

法人もあるし、助成金という制度もあるしと、いろいろなものがわかってくるといいのか
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なと。まだ、そこまでわかっていない、しかし、このままじゃいけない、何か私もその一

翼を担いたいという人はたくさんいると感じるのです。 

 去年、３万人近くの人がおいでになって、相当にＰＲ効果があって、当日のうちにもう

来年のことを聞いてくる人たちが圧倒的でした。実行委員も２００人近くになりますが、

その人たちももう既に参加希望というかなりノミネートしてきております。小学校、中学

校、高校、大学まで、それから地域の介護施設、それから、市立病院を含めて民間の病院

が桑園の地区にたくさんありますけれども、この人たちも、皆さん、参加希望ということ

になっております。 

 何を言いたいかというと、我々も、みんなが自主的にやれるようなことをここで何か考

えていく必要があるのではないかなという気がしております。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。今お二方からお話がありましたいろいろな

つながり方をするには、ウエブやインターネットもそうだと思うのですが、それこそ町内

会だとか、いろいろなレベルからのアプローチも多分必要ではないかと思いました。です

から、今後、事務局でそのあたりもご検討いただきながら、どういうふうに宣伝、広報活

動をやっていくか考えていただければなと思います。 

 今の議事に関してはよろしいでしょうか。また、ご意見がございましたら、随時、事務

局のほうで受けていただけると思いますので、頂戴できればと思います。 

 それでは、次に参りたいと思います。 

 

【事務ブース使用団体（平成２６年１０月入居分）選考委員の選出について】 

 

 ３番目は、秋以降に新たに事務ブース使用する団体を選考する委員の選出についてです。 

 事務局からご説明いただけますか。 

 

○事務局（森口）この選考委員に関しましては、第７条、選考委員会で、「選考委員は、

サポートセンター事業運営協議会委員のうちから同協議会において推薦されたものを含む

市民活動に関する有識者及び札幌市所管局長及び課長及び理事長または理事長の指名する

ものの７名以内の委員をもって組織する」と定められております。そのため、この会議の

場をもちまして、運営協議会の委員の中からお二方を委員として選定していただきたいと

考えております。 

 今回の議事の中には１０月入居分とございますが、年度更新に係る４月入居分の選考会

も予定されております。そちらに関しても今回の会議で選出される委員のお二方に継続し

て選考いただきたいと考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。それでは、これまでの説明内容を踏まえま

して、事務局のほうから何かご提案はございますか。 
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○事務局（佐々木課長） 今回の選考委員会委員としまして、事務局からは荒井委員と隼

田委員を推薦させていただきたいなと思います。 

○隼田座長 いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」と発言する者あり） 

 

○隼田座長 どうもありがとうございます。 

 それでは、荒井委員、よろしくお願いいたします。私も頑張らせていただきます。 

 最後に、皆様からご意見、ご感想等がございましたら頂戴できればと思います。いかが

でしょうか。 

  

○荒井委員 では、最後に、エールという意味でお話しさせていただきたいと思います。 

 私どもは、しみサポの相談窓口での相談から始まって、しみサポの事務ブースに入り、

満了とともに、今、市民活動プラザ星園に入っております。我々は、市民活動と言いまし

ても、読書環境整備の職能集団でありまして、実は中間支援組織がなければ進んでいかな

い団体でもあります。ですから、しみサポには本当にお世話になり、今は星園にお世話に

なっておりますが、こういった中間支援組織の方々のたゆまぬご苦労の上に我々の活動が

成り立っておりまして、今後の活動にぜひエールを送らせていただきたいと思います。こ

れからもどうぞよろしくお願いいたします。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。千葉委員、お願いします。 

○千葉委員 私からもエールというか、一言。このエルプラザの札幌市市民活動サポート

センターがなかったら今の私はないという状況だと感じます。そういう意味で、人生の活

路といいますか、大事なところに導いてくれたすごい場所なのだと思っています。 

私も、江別の市民活動センターでも、きっかけの場としての役目も果たせるよう、さら

に一生懸命やっていきたいと思います。 

 本会の冒頭に私の方から動員数の話をしましたけれども、先ほど森口さんが発表されて

いましたように、尊敬されるべき活動をしている市民活動団体がいると、ここのところが

本当に一番大事だと思うのです。それは、簡易的で簡単な活動評価軸では測れないなこと

もあり、数に出てこなかったり、すべてがデータに出てこない側面もありますが、一生懸

命活動されている方がいることは私も切実に感じることです。私は札幌市は本当に支援が

厚いと感じておりますけれども、そういった、数やデータに現れない活動や重みを、どう

かこの先も温かく受け止めて続けていただきたいと思います。 

 

○隼田座長 どうもありがとうございました。工藤委員、お願いします。 

○工藤委員 実は、私は青森県出身でして、青森の元気応援隊のメンバーでもあり、やは

り県と市のほうから委嘱を受けています。そういうところから見ると、札幌というのはす
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ごいなと思います。しかも、サポートセンターの人たちは非常に真面目で、一生懸命に取

り組んでいるので、そこは、エールどころではなくて、もう表彰をしたいなという感じを

受けますね。 

 ただ、もう一つ、もっともっと広められる方法がありはしないかなと感じています。せ

っかくだから、いいことはみんなにいっぱい知ってもらったほうがいいのではないかなと

思うので、ぜひ、これからの活躍を期待しています。私自身も何かできればなと考えてい

ますので、ご一緒にできればなと思っております。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。中脇委員、お願いします。 

○中脇委員 私は、実は生まれから札幌を離れたことがないのですが、札幌市のこういう

活動が当たり前だなと思って進んでいたら痛い目を見るなと、今、実感しております。そ

して、この手厚い支援をすごくありがたいものなのだなというふうに思って、もっと有効

活用できるようにならなくてはならないなと思っています。 

 それから、ＮＰＯマネジメント講座だとか、これから始まる活動もすごく楽しそうだな

というふうに思いますし、フェイスブック開設なども若者が市民活動について知るいいき

っかけになるのではないかなというふうに思って、これからも楽しみにしています。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。平井委員、お願いします。 

○平井委員 私も、市民活動サポートセンターに相談をしたことから団体活動が始まった

のです。本当に一から教えていただいたというか、支援していただいて、今の私と団体が

ありますので、本当に感謝しております。 

 また、東京から来た方などが、こんないい場所に男女共同参画センターがあるのだねと

本当にびっくりされるのです。この表を見ても年間で３８万人ぐらい利用しておりますが、

デパートの噴水効果ではないですけれども、エレベーターで３階、４階には来るけれども

２階に寄ったことがないという方が本当に多いのですよ。こういうところがあったのかと

いう方が多いので、ぜひ、３階、４階の施設を利用した方が２階に行くような、寄り道す

るような案内などがあるともっと皆さんに知られるのかなと思います。アナログな方法で

すけれども、そういうことも必要かなと思っています。  

○隼田座長 どうもありがとうございました。安岡委員、お願いいたします。 

○安岡委員 私の感想というか、コメントですけれども、実際には、私自身は４月から今

のお仕事をしていて、サポートセンターとのおつき合いも短い期間の上、実際に活動して

いる場を見る機会がなかなかありませんでした。しかし、今回、この場で、ここがあった

から今の自分があるというようなお話を伺って、この市民活動サポートセンターの意味と

意義というのを非常に強く感じることができて、本当にいい機会になりました。ありがと

うございます。 

 本当に、できるだけそういう方が増えていくような、そんな支援をこれからも市民活動

サポートセンターがやっていく必要があるのだなと思います。そのためには、今、皆さん

がおっしゃっていただいたように、アナログで知らせるとか、あるいは口コミで知らせる
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とか、やはり、人と人とのつながりというのはすごく大きいものがあると思いますので、

ぜひそういった形で広がっていけばなというふうに思った次第です。 

 ありがとうございました。 

○隼田座長 どうもありがとうございました。今、お話を伺っていまして、皆さん、こち

らにいらしている方たちは、基本的に、まず第一歩を自分で踏み出すことができた方たち

なのだと思います。ただ、中には、その第一歩の踏み出し方がわからなくてちゅうちょし

ていらっしゃる方はいっぱいいらっしゃるはずです。そういう人たちに、どういうふうに

第一歩を踏み出すチャンスというか、機会を与えていかれるかというのが、今、市民活動

サポートセンターに求められていることなのではないかなと思いました。これからそのあ

たりについていろいろ検討していただきながら、我々も、この委員会でいろいろなアイデ

ア、意見等を出しながら協力していければと思います。 

 私は、個人的に、一つ、札幌市にお願いがございます。最初にまちづくりの総合情報ポ

ータルサイトを始めたときからずっと関わらせていただいて、そのときからやりとりがい

ろいろありました。それは、中間支援組織の話で、ネットワークをつくっていくという話

と非常にかかわりがあることです。このサイトを、この施設も札幌市のものですけれども、

その当時の委員会のほとんどのメンバーから同じように出ていたのは、市民サイドからす

ると、中間支援をしてくれている団体が札幌市なのか道なのかは関係ない、どこの所属な

のか、どこの行政機関なのかというのは全然関係ない、だから、総合情報ポータルとうた

っているのであれば、ありとあらゆるリソースにアプローチできるようなサイトにしてほ

しいということでした。当時、結構、無理難題を出されていまして、担当なさっていた市

の方にも相当ご苦労いただいて、できる範囲内でそれをある程度はクリアしていただきま

したが、まだ十分な状況ではございません。例えば道との連携だとか、いろいろな形で支

援をしていけるように、要は中間支援組織のネットワーク化を支援することを行政として

うまくやっていただければ、より活動がやりやすくなるのではないかなと思います。ぜひ

ご検討いただければなと思います。 

 皆様、どうもありがとうございました。本日の議事は以上となります。 

  

 それでは、第１回の運営協議会の議事を終了させていただきたいと思います。今後とも、

よろしくお願いいたします。 

  


